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Views on life of upper-class town people in the Kyoho period 





          The aim of this article is to reveal the views on life of upper-class town people in the Kyoho period and 
shed light on the variety of views on life by comparing TANAKA Kyugu (1662-1729) with INO Kagetoshi (1668-
1726). Both Kyugu and Kagetoshi attached importance to the continuity of family and industrious efforts for family, 
although they also admitted how difficult it was to keep prosperity in uncertain market economy. Despite this 
similarity, along with the fact that they lived in the same age, however, they greatly differed in the way they 
wanted to live in their late life. That is, Kyugu wanted to serve as a local governor of the Edo Bakufu, and devote 
himself to the improvement of local community life; on the other hand,Kagetoshi was familiar with literature and 
Buddhists’ world view and longed to escape from troublesome secular world. He also strictly arranged his own 
funeral exactly in the way he expected, instead of following communal or family funeral practices. 
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1703 元禄16年 元禄大地震発生。 伊勢両宮を参詣する。
1704 宝永元年 川崎宿の問屋役田中兵庫家の養子となる。 筑波山、坂東札所をめぐり、さらに南奥州・越後・信濃を旅を
する。利根川が大洪水する。
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とに享保 5（1720）年から 1 年をかけて『民間省要』を執筆する。同書は正徳年間から丘隅が懇意にしていた
徂徠学派の儒者で歌人の奥坊主成島道筑（錦江、1689～1760）の閲覧を経て、大岡忠相を通じて享保 7（1722）
年に将軍徳川吉宗に献上された。これを機に、翌 8 年に「川方御普請御用勤、十人扶持」として幕府に登用さ
れ、荒川、多摩川、利根川の治水普請に従事し、特に 11 年の酒匂川の治水工事で大きな成果をあげ、14 年には
大岡忠相配下の支配勘定格に任ぜられ、武蔵国内の 3 万石を管理する代官となる。そして同年 12 月に江戸で病














丘隅と『民間省要』」『郷土あれこれ』第 5 号、1～4 頁、1998 年 10 月。小室正紀『草莽の経済思想―江戸時代
における市場・「道」・権利―』。 
12 『走庭記』（享保 5 年）『神奈川県史』資料編 7 近世 4、99 頁、1975 年。 




－ 147 － 
 三郎右衛門家の持高は、享保 5（1720）年の時点で 52 石 7 斗余りあり、そこから上がる小作料および屋敷地
の地代・店賃収入が経営の一角を占めていたが、元禄期以降佐原村が町場・河岸場として発展し、域外から商人
が流入するなど物流の中心として機能するようになると、同家もその流れに乗って商工業部門が成長する。た
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  伊能壱岐    景  此名乗下ノ字此度御付被遊被下候様ニ奉願候 
  同 壱岐    景常 
  同 勘解由   景  此名乗下ノ字此度御付被下候様ニ奉願候 
  同 三郎右衛門 景  右同断 
  同 三郎右衛門 景知  
  是ゟ拙者代ニ御座候 
 右之通名乗無御座候分此度乍恐奉願候、御付被遊可被下候、景ノ字、通り字ニ御座候 
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 この観福寺と伊能家の関係について研究した長谷川匡俊氏によると52、江戸時代の観福寺の 25 人の住職のう
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  徒然草ニ云ク、人の終焉のありさまのいミしかりし事なと人の語るを聞に、只しつかにしてみだれずとい 
  はゞ心にくかるべきを、をろかなる人はあやしくことなる相をかたりつけ、いひし言葉もふるまいもおの 
  れかこのむかたにほめなすこそ、其人の日来の本意にもあらずやと覚ゆれ、此大事ハ権化の人もさだむべ 
からす、博学の士もはかるべからず、をのれたがふ所なくハ、人の見聞によるべからず 
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角進退ト云物ハ定ガタキ物也」（『河内屋可正旧記』巻 7、124 頁、清文堂出版、1955 年）。このように人間の
進退は人為では如何ともしがたい「定ガタキ物」だと可正は考えた。したがって「人々随分能行ヒテ後ニ、過
去ノ業也天命也ト云事ヲ明ラメヨ。今生ニテ僻事ヲ犯シテ、其報ヒノ忽来リタル時、過去ノ業也天命也ト云事
ナカレ」（『河内屋可正旧記』巻 8、144 頁）というように、勤勉かつ倫理的な生活実践の結果としての「進
退」の善し悪しは人為の及ばないことであり、諦めの対象になるのであった。こうした見方は、本稿の考察で
みた丘隅や景利の場合と共通するものであったといってよいだろう。もっとも、可正は、景利の愛読書であっ
た『徒然草』の厭世的な側面を批判しており、すなわち「徒然草に、万の事ハ頼むべからずと書れしハ、思ふ
事なす事、皆定なき世の中ぞといひつめて、心法を論じ給ひたると聞えたり。愚人の心には、さとしがたくむ
づかしき儀なり」（巻 14、244 頁）と述べている。また、丘隅は『走庭記』を次のような一節で締めている。
「人間自分〳〵の福を可慎事、人間一生の貧福多ハ前因の極れる所と知へし」。このように経済社会の人為、
努力では如何ともしがたい現実を可正、丘隅、景利は、それぞれ違いはあるが共通して認識していたのであ
る。この宿命論的貧福観と勤勉・努力の主体性の緊張関係を具体的な生活現場に即して解明することが今後の
課題である。 
